
桜
蔭
俳
話
会

七
月
句
会

（第
三
六
七
回
）

平
成
三
十
年
七
月
二
十
九
日
（
日
）

[
原
句
]
蚊
を
打
て
り
手
加
減
な
し
に
夫
の
頬

[
理
由
]
前
句
と
同
じ
。

[添
削
案
]
蚊
を
打
て
り
手
加
減
な
し
に
頬
打
て
り

[
原
句
]
採
血
の
細
き
血
管

汗

ば

み

ぬ

か

ほ

る

[理
由
]
笹
者
も
血
管
は
細
く
て
深
く
隠
れ
て
い
る
。
採
血

は
、
毎
回
あ
ぶ
ら
汗
の
流
れ
る
難
行
で
あ
る
。
「
汗
ば
み
ぬ
」

が
少
し
説
明
的
か
。

[添
削
案
]
採
血
の
細
き
血
管
汗
の
腺

[
原
句
]
羅
を
た
た
め
ば
母
の
明
治

か

な

幸

[
理
由
]
羅
で
は
よ
く
見
る
句
材
で
あ
る
が
、
作
者
が
感
慨

[添
削
句
]

友
子

[推
膊
句
]

星
涼
し
地
球
に
熱
の
溜
ま
り
あ
り

明
美

正
確
に
は
、
地
球
の
北
半
球
で
あ
る
が
、
人
間
が
見
上
げ
て

い
る
星
の
世
界
と
、
そ
の
人
間
が
踏
み
し
め
て
い
る
大
地
と

の
対
比
が
面
白
い
。

[
原
句
]
蔵
町
の
タ
ベ
朱
を
足
す
凌
符
花

才
美

[理
由
]
凌
零
花
に
‘
朱
が
ど
う
の
こ
う
と
は
言
わ
な
い
。

[添
削
案
]
夕
照
の
蔵
町
し
づ
か
凌
将
花

[
原
句
]
点
滴
の
歌
ふ
リ
ズ
ム
や
夏
の
雲
か
ほ
る

[
理
由
]
単
に
「
夏
の
雲
J

と
骰
い
た
の
が
勿
体
な
い
。

[添
削
案
]
点
滴
の
歌
の
リ
ズ
ム
や
夏
の
蝶

[
原
句
]
蚊
逍
香
だ
あ
れ
も
来
な
い
車
夫
溜
ま
り

オ
美

[
理
由
]
「
だ
あ
れ
も
」
と
い
う
言
い
回
し
と
「
車
夫
溜
ま
り
」

と
い
う
言
い
回
し
の
語
感
の
差
異
に

一
定
の
妙
味
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
頼
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。

[涼
削
案
]
蚊
述
火
や
手
持
ち
無
沙
汰
の
車
夫
溜
ま
り

[原
句
]
点
①
水
よ
う
か
ん
幸
せ
そ
う
に
夫
の
嘘
才
美

[理
由
]
俳
句
に
お
い
て
、
夫
と
か
要
と
言
う
の
は
句
を
弱

く
す
る
。

[株
削
案
]
水
よ
う
か
ん
幸
せ
そ
う
に
嘘
ひ
と
つ

[
原
句
]
絵
を
描
く
指
の
出
て
を
り
夏
手
袋

[
理
由
]
言
莱
の
整
理
。

に
耽
る
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
。

[添
削
案
]
羅
や
母
の
明
治
を
た
た
み
け
り

ヤ
エ
子

浜
窃

友
子

幸 幸 ヤ
エ
子

[
原
句
]
術
動
買
ひ
風
に
揺
れ
を
り
小
判
草

ヤ

エ

子

[理
由
]
衝
動
買
い
も
ど
こ
か
に
遊
び
こ
こ
ろ
が
あ
れ
ば
い

、。
し

[添
削
案
]
衝
動
買
ひ
風
に
遊
び
し
小
判
草

[
原
句
]
緑
蔭
の
う
た
た
寝
党
め
て
つ
づ
き
の
詩
才
美

[
理
由
]
緑
蔭
と
う
た
た
寝
は
、
は
っ
き
り
遮
断
す
る
。
[添

削
案
]
緑
蔭
や
う
た
た
寝
梵
め
て
つ
づ
き
の
詩

[
原
句
]
迷
ひ
た
る
山
路
は
遠
し
ほ

と

と

ぎ

す

友

子

[理
由
]
廂
れ
る
か
と
い
う
不
安
の
中
に
聞
く
不
如
帰
。

[添
削
案
]
迷
ひ
た
る
山
道
遠
し
不
如
焔

[
原
句
]
化
粧
浪
き
子
の
目
鋭
し
凌
孵
花

[
理
由
]
芦
品
来
は
整
理
し
て
。
子
は
要
ら
な
い
。

[添
削
案
]
化
粧
し
て
鋭
き
ま
な
こ
凌
将
花

[
原
句
]
枝
豆
に

i

振
り
モ
ン
ゴ
ル
文
字
の
塩

[
理
由
]
枝
豆
は
秋
の
季
語
。

[添
削
案
]
ト
マ
ト
切
る

一
振
り
の
モ
ン
ゴ

ル
の
塩

[
原
句
]
イ
ヤ
リ
ン
グ
リ
ン
リ
ン
嗚
ら
し
蚊
を
払
ひ

才

美

[
理
由
]
折
角
の
「
リ
ン
リ
ン
」
が
生
き
て
い
な
い
。

[垢
削
案
]
イ
ヤ
リ
ン
グ
嗚
ら
し
て
藪
蚊
払
ひ
け
り

[
原
句
]
草
笛
は
男
の
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
か
な

[理
由
]
言
葉
の
整
理
。

[添
削
案
]
草
笛
の
男
は
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
か
な

[
原
句
]
小
宇
宙
を
さ
ま
よ
ふ
歩
や
ハ
ン
モ
ッ
ク

[
理
由
]
行
眼
点
は
良
い
。
歩
は
少
し
甘
い
か
。

[添
削
案
]
さ
ま
よ
ふ
は

一
人
の
宇
宙
ハ
ン
モ
ッ
ク

[
原
句
]
も
う
駄
目
だ
言
い
つ
つ
生
き
る
闇
蛍

[
理
由
]
言
薬
の
整
理
。

[垢
削
案
]
も
う
駄
目
と
言
い
つ
つ
生
き
る
蛍
か
な



[
原
句
]
め
く
る
め
く
人
の
生
き
る
走
馬
燈

[
理
由
]
重
厚
な
内
容
の
秀
句
で
あ
る
。

[
添
削
案
]
め
く
る
め
く
人
の
生
き
あ
り
走
馬
燈

[
原
句
]
大
井
夫
人
眠
る
地
深
き
夏
木
立

[
理
由
]
季
語
の
選
択
は
入
念
に
。

[
添
削
案
]
大
井
夫
人
眠
る

一
画
草
い
き
れ

浜
杏

[
原
句
]
水
培
粁
る
幼
大
勢
遠
ざ
か
る

[
理
由
]
着
眼
点
が
良
い
。
言
葉
の
整
理
。

[
添
削
案
]
水
培

へ
と
着
替

へ
し
を
さ
な
皆
遠
ざ
か
る

[
原
句
]
か
き
氷
被
災
者
達
に
届
け
た
し
直
子

[
理
由
]
俳
句
に
は
リ
ズ
ム
感
も
必
要
。
可
能
で
あ
れ
ば
単

数
表
現
に
す
る
。

[
添
削
案
]
被
災
者
に
笑
頻
の
少
し
か
き
氷

[
原
句
]
逝
く
時
は
あ
ら
あ
ら
か
し
こ
水
中
花
才
美

[
理
由
]
ー百
菜
の
意
味
は
正
確
に
。
水
中
花
を
活
か
す
。

[
添
削
案
]
逝
く
と
き
は
ほ
ん
の

一
瞬
水
中
花

[
原
句
]
虫
干
し
を
す
る
物
も
な
し
身
の
廻
り

[
理
由
]
物
は
要
ら
な
い
。

[
添
削
案
]
虫
干
し
や
整
理
の
す
す
む
身
の
廻
り

[
原
句
]
工
事
人
榜
佗
の
汗
や
土
の
吸
ふ
ヤ
エ
子

[
理
由
]
殴
字
熟
語
の
「
榜
it
」
を
使
い

こ
な
す
の
は
難
し

、
。
＇＞ 

[
添
削
案
]
土
手
工
事
大
地
吸
ひ
ゆ
く
汗
の
海

[
原
句
]
水
の
星
ひ
と
揺
れ
さ
せ
て
山
車
起
て
り
オ
美

[
理
由
]
正
木
ゆ
う
子
氏
の
「
水
の
地
球
す
こ
し
は
な
れ
て

春
の
月
」
の
名
句
を
知
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
評
価

が
分
か
れ
る
。
場
所
を
博
多
湾
に
替
え
て
み
る
。

[
添
削
案
]

―
湾
の
水
を
揺
ら
せ
て
山
車
立
て
り

[
原
句
]
浜
木
綿
や
路
地
に
名
残
の
芝
居
茶
屋
友
子

[
理
由
]
実
見
の
句
で
あ
る
が
、
句
材
と
し
て
は
少
し
古
い

、
。
カ

[
添
削
案
]
浜
木
綿
や
過
ぎ
し
か
の
日
の
芝
居
小
屋

[
添
削
案
]
絵
節
持
つ
指
の
は
み
出
し
夏
手
袋

幸

兵
再 ヤ

エ
子

[
原
句
]
生
誕
地
に
見
上
げ
る
ビ
ル
や
谷
崎
忌
友
子

[
原
句
]
入
院
や
す
べ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
ミ

ニ
ト
マ
ト

か
ほ
る

[
原
句
]
夏
帽
子
薄
毛
関
し
に
チ
ョ
ン
と
載
せ

[
理
由
]
ユ
ー
モ
ア
の

一
句
。

[
蔀
削
案
]
夏
帽
子
チ
ョ
ン
と
隠
せ
し
薄
毛
か
な

奨
窓

友
子

直
子

[
原
句
]
今
年
こ
そ
土
用
丑
の
日
食
べ
に

行

こ

直

子

[
理
由
]
毎
年
ど
う
詠
も
う
か
と
思
う
句
材
で
は
あ
る
。

[
蔀
削
案
]
今
年
こ
そ
行
こ
う
よ
行
こ
う
鰻
飯

[
原
句
]
猛
牲
日
や
見
舞
ひ
の
娘
横
に
な
る
か
ほ
る

[
理
由
]
―
言
莱
は
整
理
し
て
。
娘
は
出
来
る
だ
け
使
わ
な
い
。

[
節
削
案
]
横
に
な
る
見
舞
ひ
の
客
や
炎
天
下

[
原
句
]
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
の
プ
ル
ー
プ
ー
ル
に
映
え
る
な
り

ヤ
エ
子

[
理
由
」

言
葉
を
整
理
し
て
。
プ
ル
ー
と
プ
ー
ル
は
離
す
。

涵
削
案
]
ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
の
プ
ル
ー
ゆ
ら
め
く
プ
ー
ル
か

な
[
原
句
]
海
の
香
に
膀
わ
れ
砂
は
砂
日
傘

[
理
由
]
砂
は
要
ら
な
い
。

[
添
削
案
]
海
の
香
の
誘
ふ
ま
ど
ろ
み
浜
日
傘

[
原
句
]
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
食
す
は
つ
る
り
心
天

[
理
由
]

-i-

＝
菓
は
整
理
し
て
。

[
添
削
案
]
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
指
し
て
つ
る
り
心
太

[
原
句
]
陽
の
光
浴
び
る
パ
ソ
コ
ン
日
傘
さ
す

[
理
由
]
日
傘
に
は
開
の
光
は
消
す
。

[
添
削
案
]
パ
ソ
コ
ン

ヘ
さ
し
て
上
げ
た
き
日
傘
か
な

髪
[
原
句
]
髪
洗
ふ
コ

n
ナ
ツ
ッ
油
の
や
さ
し
き
香

ヤ
エ
子

[
理
由
]
髪
洗
ふ
と
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
の
組
合
せ
は
良
い
。

[
添
削
句
]
髪
洗
ふ
コ
コ
ナ
ッ
ツ
油
香
の
優
し

[
理
由
「
や
」
が
強
す
ぎ
る
切
る
。

「
蔀
削
案
」
入
院
は
す
べ
て
取
消
し
ト
マ
ト
切
る

浜
裔



（文厄
[
原
句
]
°
着
眼
点
は
良
い
。
リ
ズ
ム
感
も
大
翡
。

[
添
削
案
]
生
誕
地
の
見
上
げ
し
ビ
ル
や
谷
崎
忌

[
原
句
]
百
日
紅
豪
雨
の
地
に
も
紅
色
に

[
理
由
]
色
の
重
な
り
は
避
け
る
。

[添
削
案
]
百
日
紅
雨
の
大
地
を
染
め
に
け
り

、
ま
カ
l
'

[
原
句
]
森
の
中
五
右
衛
門
風
呂
や
誘
蛾
燈
ヤ
エ
子

[
理
由
]
渚
眼
点
は
良
い
。
揚
所
よ
り
も
、
時
間
帯
を
。

[
添
削
案
]
荘
れ
な
づ
む
五
右
衛
門
風
呂
や
誘
蛾
燈

[
原
句
]
親
ゆ
ず
り
の
恥
ず
か
し
が
り
屋
さ
く
ら
ん
ぽ

[
理
由
]
―写
品
来
は
整
理
し
て
。

[
添
削
案
]
さ
く
ら
ん
ぼ
恥
ず
か
し
が
り
は
親
ゆ
ず
り

[

原

句

]

露

草

や

古

の

冑

春

風

に

ゆ

れ

直

子

[
理
由
]
草
が
風
に
揺
れ
る
だ
け
で
は
、
句
が
弱
い
。
上

<

を
恋
の
句
に
す
る
と
き
に
は
、
下
句
で
浮
つ
か
な
い
よ
う
に
、

締
め
る
こ
と
。

（
添
削
案
）
い
に
し
へ
の
胸
の
涵
ま
り
芋
の
露

[
原
句
]
宿
題
や
大
事
な
苗
に
蚊
逍
焚
く
僕
寄

[
理
由
]
原
句
中
の
[
に
]
の
使
用
は
ヽ
説
明
的
と
な
る
の

で
極
力
避
け
る
。

[
蔀
削
案
]
宿
題
は
苗
の
銀
察
蚊
速
香

属
句
]
真
夜
中
の
ナ
ー
ス

一1
ー
ル
や
蚊
の
を
り
て

る
[
理
由
]
蚊
の
退
治
は
公
衆
衛
生
の
基
本
で
あ
る
か
ら
、
今

時
蚊
の
出
て
来
る
病
院
は
な
い
と
の
意
見
は
あ
る
が
、
作
者

は
実
際
に
連
遇
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

[添
削
案
]
真
夜
中
の
小
さ
き
闇
入
蚊
の
羽
音

代
表

増

田
守
）

（
欠
席
投
句
古
野
明
美
、
恩
田
才
美
、
稲
紫
幸
、

松
浦
か
ほ
る
）

直
子


